
今後も連絡などを実施していきます。

mailや学校ＨＰ、学年ブログ等の確認を

よろしくお願いします。

学校HPは右のQRコードから

閲覧することができます。

・ 当日は自宅にて検温、自宅からマスク着用のうえ、登校してください。

・ 咳など風邪の症状や発熱がある場合などは決して無理をせず、自宅にて休養するようにしてください。

・ 登校日によって、集合時間・集合場所が変わります。必ずよく確認してください。

① 10:00～11:00 ５組全員、６組全員　場所：第１体育館

② 12:00～13:00 １組全員、２組全員　場所：第１体育館

③ 14:00～15:00 ３組全員。４組全員　場所：第１体育館

英語課題（５月２０日配布）　文法５枚

※Zoomを使用するとデータ通信を行います。通信制限等が気になる方は

　講習会では教員の画面を見て説明を聞いてください。

　Zoomでラジオ体操　９：００スタート予定（参加希望者のみ）

　Zoomでラジオ体操　９：００スタート予定（参加希望者のみ）

① 10:00～11:00 １組全員、２組全員　場所：第１体育館 ※体操服の購入は時間

② 12:00～13:00 ３組全員。４組全員　場所：第１体育館 　かかります。少し早め

③ 14:00～15:00 ５組全員、６組全員　場所：第１体育館 　に登校してください。

体操服購入、担任団紹介、各分掌オリエンテーション、６月以降の予定確認

体操服購入料金

となります。今後、１年生のみなさんも同じような形で登校することが予想されます。今後の予定について

案内しますが、１回１回の登校日を大切にしてほしいと感じています。

　ただ、何よりも皆さんの健康が一番大切です。学校に行きたい、という気持ちはわかりますが、その時の

体調にあった、ベストな行動を取るようにお願いします。

内容 手帳の使い方講習会、Zoom使用講習会（体育館にスマホを持参して集合）、質問会

持参物

記載している時間は「開始時刻」です。開始時間までに集合できるようにしてください

　１４期生の皆さん、分散登校も３回目を迎えました。前回５月２０日の分散登校の日、遅刻する生徒が

０人でした！全員が時間を守り、登校してくることはとても良いことです。担任団として、とても嬉しく

　報道等で知っている人もいるかもしれませんが、来週から３年生の授業が先行開始されます。ただ、４０名

の生徒が一斉に教室に入って授業を受けることがまだできませんので、教室に入る人数を減らしての授業実施

感じました！これからも時間に余裕を持って、気を付けて登校してください。
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登校日について

登校日の連絡

5月26日(火)

5月29日(金)

持参物

5月27日(水)

5月28日(木)

内容

１４期生 学年だより



５月２６日に課題についての質問会を実施します。

教室を割り振るので、質問したい課題があれば、右のアンケートフォームから

答えてください。（予定は国語、数学、英語、現代社会、化学基礎、保健体育）

その他の質問がある場合、「その他」を選択してください。

☆担任団推薦図書☆

今回も担任団推薦図書を掲載します！読書の参考にしてください！

家族八景・七瀬ふたたび・エディプスの恋人　（筒井康隆著　/新潮文庫 )

飛鳥へ、そしてまだ見ぬ子へ　（井村和清著　/祥伝社黄金文庫 )

１リットルの涙　（木藤亜矢著　/幻冬舎文庫 )

さくら（著者：西　加奈子）

筒井作品代表作の一つで、いわゆる「七瀬三部作」と呼ばれている三冊。人の心を読む力を持つ超能力者（テレパ
ス）が繰り広げるＳＦ小説。それぞれの場面を想像しながら読み進めるうちにどんどん引き込まれ、時間を忘れてのめりこ
むこと必至です。これまで十回以上は読みましたが、何度読んでも新鮮な気持ちで読めます。エディプスの恋人のラスト
シーンを想像するだけで・・・

写真　：　新潮社HPより

写真　：　祥伝社HPより

不治の病に冒されてわずか３２歳で生涯を閉じた青年医師が、最後まで生きる勇気と
優しさを失わず、周囲の人々への感謝の言葉を忘れずに、わが子と妻、両親たちに向
けて綴った感動の遺稿集。
その中にある「あたりまえ」という詩は、本当に心を打たれます。
何度読んでも涙無くして読めない本で、人生の意味を考えさせられます。
とにかく、Ｒｅａｄｉｎｇ ｉｓ ｂｅｌｉｅｖｉｎｇ .

両親、三兄弟の家族に、見つけてきたときに尻尾に桜の花びらをつけていたことから「サクラ」と名づけられた犬が一
匹。
どこにでもいそうな家族に、大きな出来事が起こる。そして一家の愛犬・サクラが倒れた--。

なお質問したい科目が複数ある場合は複数選択してください。（フォームの受付は５月２４日（日）まで）

写真　：　幻冬舎HPより

中学３年生の時に「脊髄小脳変性症」という難病にかかった少女が、２５年の生涯を閉じる
まで懸命に生き抜いていく実話。
病気の内容を知るにつれ、自身が描いていた将来が見通せず、「自分の運命を受け入れる
のに１リットルの涙が必要だった」という部分は、常人には容易にコメントできないだろう。映画
やドラマにもなったので、保護者の世代の方なら覚えているかもしれません。レミオロメンの「３
月９日」や「粉雪」がドラマで挿入歌として流されていました。


